




（日本語訳） 

シンポジウム参加者１８０名 

 

2016 年 11 月 15 日（火）金沢大学自然科学系図書館 AV ホールにて「金沢大学がん進展制御研究所国

際シンポジウム 2016」が開催されました。 

 

大島所長の開会の挨拶の後，フランス国立科学研究センター名誉教授の Jean Paul Thiery 博士の特別講

演によりシンポジウムがスタートしました。 

Thiery 博士は上皮間葉転換の分野では世界的な権威であり，特に，上皮間葉転換によって誘導されるがん

の進展と化学療法抵抗性の獲得に関する研究では世界をリードされており，今回は「がんの進展における

上皮間葉転換: 治療応用への試み」というタイトルでご講演いただきました。 

 

続いて第１セッションでは，衣斐寛倫准教授（金沢大学がん進展制御研究所／新学術創成研究機構）に

「KRAS 変異を持つ肺がんにおいては，MEK 経路の阻害により上皮間葉転換と RTK シグナルのフィー

ドバック活性化が誘導される。」という演題でご講演頂き，続く Wai Leong Tam 准教授（シンガポール

国立大学がん科学研究所）には，がん幹細胞を標的とした治療法の弱点について詳しく解説していただき

ました。 

 

第２セッションでは，鈴木健之教授（金沢大学がん進展制御研究所／新学術創成研究機構）と Brendon 

Jenkins 教授（オーストラリア・ハドソン医学研究所）に最新の研究成果を発表していただきました。鈴

木博士は，がんの悪性化に関与するヒストンメチル修飾酵素を同定するために，どのようにレトロウイル

ス挿入による突然変異誘発法を利用したのかについてご講演いただき，一方の Jenkins 博士は，「胃がん

におけるパターン認識受容体とインフラマソームの役割」という演題で成果を披露していただきました。 

 

セッション終了後，本シンポジウムのコーディネーターである VOON DOMINIC 准教授（金沢大学がん進

展制御研究所／新学術創成研究機構）が今回の講演内容を振り返り閉会の挨拶としました。  

 

本シンポジウムに参加することで大学院医学系研究科及び医薬保健学総合研究科の授業科目として認定さ

れることになり，このことは，若手研究者に育成に寄与しているところでありますが，今回のシンポジウ

ムでは，同研究科の大学院生が約 110 名参加した他，全体として約 180 名の参加者がありました。 

 

また質問時間に真剣にノートをとり活発な討論をする研究者や学生達の姿から今回のシンポジウムへの強

い参加意識を見て感じることができました。 

この活発な討論は休憩時間にもおよび，本シンポジウムは，世界で著名な研究者と交流ができ，がん研究

の最新の動向についてディスカッションできる貴重な場となりました。 
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